
 
 

消 防 用 設 備 等 実 務 経 験 証 明 書 
 
 

氏 名  年  月  日生 

経験内容 
１ 整 備 経 験     ２ 工事補助経験 
３ そ の 他（              ） 

実務経験 
期 間 

    年  月  日 から    年  月  日 まで 

       （     年    月） 

消 防 用 
設 備 等 
の 種 類 

 

上記のとおり相違ないことを証明します。 

証明年月日           年    月    日 

事 業 所 名 
 
 
 

  
証 明 者    

 
 
 
 
 

 
役職 
 
氏名 
 
電話     －    － 
 

※ 証明書の内容について、問合せする場合があります。 

 
  印 

印 



記載例 

消 防 用 設 備 等 実 務 経 験 証 明 書 
 
 

  

氏 名 ○○ ○○ ○○年〇〇月○○日生 

経験内容 
１ 整 備 経 験     ２ 工事補助経験 
３ そ の 他（              ） 

実務経験 
期 間 

 ○○年 ○○月 ○○日 から  ●●年 ●●月 ●●日 まで 

       （     年    月） 

消 防 用 
設 備 等 
の 種 類 

甲種第１類を受験する場合：「屋内消火栓設備」、「スプリンクラー設備」等 
甲種第４類を受験する場合：「自動火災報知設備」等、工事整備対象設備等の

名称を具体的に記入する。 

上記のとおり相違ないことを証明します。 

証明年月日        ◇◇ 年 ◇◇ 月 ◇◇日 

事 業 所 名 
 
  ○○防災株式会社 
 

  
証 明 者    

 
 
 
 
 

 
役職 代表取締役社長 
 
氏名 ○○ ○○ 
 
電話 ○○○ － ○○○ － ○○○○ 
 

※ 証明書の内容について、問合せする場合があります。 

《注》証明書の様式は例の内容が記載されていれば自由です。 

 

 
  印 

印 

証明年月日時点で受験資格を満

たしていることを確認する。 



【記入要領】 

 ［消防用設備等実務経験証明書 記入要領］  

１ 「氏名」欄は、証明を受ける者の氏名と生年月日を記入する。  

２ 「経験内容」欄は、該当する実務経験の種別に該当する番号を○で囲む。 

３ 「実務経験期間」欄は、実務経験の期間を記入する。 

⑴ 整備経験を甲種受験資格とする場合は、乙種消防設備士の免状の交付から２年の実務経験期

間を記載する。 

⑵ 工事補助経験を甲種受験資格とする場合は、受験希望の類に該当した工事整備対象設備等の

工事補助に従事した期間を記載する。 

⑶ 同一の経験でその期間が連続していない場合は合算することができる。それぞれ期間を記載

し、括弧内に合計の年月を記入する。 

４ 「消防用設備等の種類」欄は、実務を行った工事整備対象設備等の名称を具体的に記入する。 

⑴ 乙種消防設備士免状での整備経験の場合は該当する消防用設備の名称。（例：乙種第６類の場

合は消火器） 

⑵ 工事補助経験の場合は受験しようとする指定区分の工事整備対象物等の名称。（例：甲種第１

類を受験する場合は屋内消火栓設備やスプリンクラー設備） 

５ 証明年月日は、記載内容を証明する年月日を記入する。証明日時点で受験資格を満たしている

ことを確認する。 

６ 事業所名は、実務経験をした事業所の事業所名を記入し、会社印を押印することとする。  

７ 所在地は、当該事業所の所在地を記入する。 

８ 証明者は、事業所の長等、当該事業所における業務を統轄、管理する者とし、その者 の職名及

び氏名を記入し、押印することとする。電話番号は、証明者本人又は当該事業 所のものとする。 

９ 「消防用設備等実務経験証明書」は、本様式及び受験願書Ｂ面裏によるほか、その様式は自由

であるが、次の内容を記載してあるものとする。 「受験者氏名」 「経験内容」 「実務経験期間」 

「消防用設備等の種類」 「証明年月日」 「事業所名及び所在地」 「証明者の職及び氏名」 

 


